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業務支援ツール「労働生産性算定ツール」の公開について 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当連合会の事業運営にご協力賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、当連合会では、昨年７月に「働き方改革実務会議」を設置し、働き方

改革への対応に向けた諸施策について議論を進めているところですが、今般、

社労士が顧問先等へ労働生産性向上を切り口に、社労士の労務管理の視点から

提案する際の一助として使用できる「労働生産性算定ツール」を作成し、連合

会会員専用ホームページ内『社労士のための「働き方改革特設サイト」』にて令

和元年 10月２日より公開いたしました。 

本ツールは、企業の財務情報を入力することにより、現在の企業の付加価値

を維持しつつ労働時間を削減する際にどの程度労働生産性を上昇させればよい

かの目標設定や、上昇させた際の影響についてシミュレーションができるツー

ルとなっており、シミュレーション結果を基に顧問先等に労働生産性向上に向

けた施策を提案することで、企業における働き方改革の一助となるようご活用

いただけますと幸いです。 

つきましては、貴会におかれましては、業務ご多忙の折誠に恐縮ではござい

ますが、別添概要をご参照いただくとともに、貴会会員に向けた周知にご協力

賜りますようお願い申し上げます。 

謹白  

（担当：社労士制度推進戦略室戦略課） 



働き方改革特設サイトにて連合会作成「労働生産性算定ツール」を公開しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の付加価値を維持しつつ労働時間を減らしたいとき、どの程度労働生産性を上げればよいか、また

上げた際どのような影響があるか、シミュレーションできるツールです。顧問先等へ労働生産性向上を

切り口に、社労士の労務管理の視点から提案する際の一助として使用していただけます。 

 

※画面は開発中のものです。 

労働生産性向上が叫ばれる今日この頃、付加価値は維持しつつ 

効率よく仕事をして労働時間は減らさなければいけないけど、 

実際効率をどの程度上げればいいのかな…？ 

労働生産性算定ツールをご使用ください！ 

ツールのダウンロードおよび詳しい説明は、連合会会員専用ホームページ内 

『社労士のための「働き方改革特設サイト」』をご覧ください！ 

別添 

労働生産性算定ツール 

付加価値を維持しつつ、残業時間あるいは総労働

時間を減らすという観点でシミュレーション 

会社の財務情報を入力 
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